
一般事項

伝統建築は木を知ることから伝統建築は木を知ることから
「木割」と「木組」の理解「木割」と「木組」の理解

伝統木造修復技術・構造補強技術伝統木造修復技術・構造補強技術

■耐久性の向上

■耐震性の向上

伝統技術と最新技術の融合伝統技術と最新技術の融合

伝統建築への新たなる取り組み伝統建築への新たなる取り組み
伝統構法による木造へのこだわり伝統構法による木造へのこだわり

鉄骨造での伝統木造建築の鉄骨造での伝統木造建築の表現表現
伝統の技術と先端技術の融合による、耐震性・耐久性の向上伝統の技術と先端技術の融合による、耐震性・耐久性の向上

上下鎌

あいがき（柱一頭貫）

「匠明」の木割図解（堂記集・三間四面堂）

室町時代の中期の
仕口実例 仕口図解（分解図）

シミズは、日本の伝統建築の美しさの原点として「木
割」を伝え、大工技術の精華ととして「木組」の技術を
受け継いでいます。

十間四方の内部空間に内
部柱4本という前例のない
架構で、大空間を実現。継
手・仕口が工夫され、その強
さは実大実験により実証さ
れました。

長年培ってきた当社の木造建築技術を結集して、伝統的な意匠を保存し
ながら社寺建築を地震から守ります。

建物の表現は、伝統的木造建築のイ
メージであるが、それを支える構造は耐震
性を重視し、鉄骨造（CFT柱）としていま
す。伝統建築の持つ更新性をヒントに
各部材の取替えメンテナンスのし易いシ
ステムを構築しています。

想定地震波を作成し、振動解析
を行い安全性を検討しました。

◆工事名称
◆建築場所
◆用　　途
◆建  築  主
◆設計監理
◆施　　工

・・・・・・・・・・・・・・浅草寺本堂外部改修工事
・・・・・・・・・・・・・・台東区浅草2-3-1
・・・・・・・・・・・・・・寺院本堂
・・・・・・・・・・・・・・宗教法人 浅草寺
・・・・・・・・・・・・・・清水建設株式会社一級建築士事務所
・・・・・・・・・・・・・・清水建設株式会社

建築概要建築概要

建築物（本堂）概要

案内図

◆敷地面積
◆建築面積
◆延床面積
◆最高高さ
◆構　　造
◆階　　数
◆屋　　根
◆外　　装

・・・・・・・・・・・・・・44,690.0㎡
・・・・・・・・・・・・・・・・2489.0㎡
・・・・・・・・・・・・・・・・3479.9㎡
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29.6m
・・・・・・・・・・・・・・鉄骨鉄筋コンクリート造 屋根・鉄骨造
・・・・・・・・・・・・・・地下1階／地上2階／中2階あり
・・・・・・・・・・・・・・現況 本瓦葺をチタン瓦葺に改修
・・・・・・・・・・・・・・一部リフリート工法（中性化防止工法）
　　　　下地処理のうえアクリルシリコン系樹脂
　　　　塗料にて改修

シミズの社寺建築シミズの社寺建築 保存再生の目的、建物の使い勝手、意匠性の保存、建物構造の種類、地盤の状況、施工技術、
文化財指定の有無等を総合的に考慮して最適な手法をご提案いたします。

耐震板壁・天井裏水平構面
による補強
軸組み詳細図

改良仕口による補強
通し柱仕口分解図

伝統建築の継承と創造伝統建築の継承と創造

《問い合わせ》
清水建設株式会社 東京建築第三事業部 社寺・住宅部
TEL ： 03-5441-0720  http://www.shimz.co.jp/shazi/

本堂

伝法院

影向堂

五重塔

薬師堂
淡島堂

宝蔵門

雷門

二天門

鎮護堂

弁天堂

CFT柱

既存木



浅草寺の沿革浅草寺の沿革
本堂外部改修方針本堂外部改修方針

清水谷貫首様の平成大営繕への思い清水谷貫首様の平成大営繕への思い

浅草寺の伽藍･建築物   

表参道入口の門。切妻造の八脚門で向かって右
の間に風神像、左の間に雷神像を安置することから
正式には「風雷神門」というが「雷門」の通称で通っ
ている。慶応元年（1865年）に焼失後、長らく仮設
の門が建てられていたが昭和35年（1960年）、約1
世紀ぶりに鉄筋コンクリート造で再建された。 

入母屋造の二重門（2階建てで、外観上も屋根が上下二重になっている門）であ
る。現在の門は昭和39年（1964年）に再建された鉄筋コンクリート造で、実業家・
大谷米太郎夫妻の寄進によって建てられたものである。門の左右に仁王（金剛力
士）像を安置することからかつては「仁王門」と呼ばれていたが、昭和の再建後は
宝蔵門と称している。その名の通り、門の上層は文化財の収蔵庫となっている。 
耐震性の向上と参拝客に対する安全確保のため平成19年（2007年）に屋根改
修工事を行い、軽量さと耐食性に優れたチタン成型瓦を全国ではじめて採用した。

本堂建物の健全を保つ為に塗装部分については、
旧塗塗膜を剥離し、リフリート工法（コンクリートのアル
カリ性回復・塗膜接着面の強化）による素地処理を
行った後に塗装塗替えとする。
屋根については、現在の本瓦葺き及びリブラスモルタ
ル屋根下地を撤去する。
新規屋根材は、軽量化と耐震性を考慮し、チタン段
葺き本瓦葺とする。
錺金物は現況調査の上、錺金物の素地処理を行な
い金箔押し修復を行なう事とする。
既存の防鳩網を撤去し新規に更新する。
本堂入口大扉を鋼製からアルミ製にし、軽量化と耐
久性を向上させる。

◆

◆

◆

◆
◆

誰一人として怪我する事無くこの大事業を無事に終
わらせていただきたい。
選ばれた人々が「観音様」の上で作業が出来る、そ
の事に対して感謝と喜びの念を持ち、また誇りを持っ
て作業をしていただきたい。
50年前の諸先輩方が大変苦労して造りあげた仕事
に感謝しつつ、後輩からも感謝されるべき仕事にして
いただきたい。
「観音様」に毎日手を合わせ、仕事をする喜びと感謝
する心を感じる時間、とくに、心を休める時間を取る事
を是非とも実施していただきたい。

◆

◆

◆

◆

再建前の塔は慶安元年（1648年）の建立で本堂と
同様、関東大震災では倒壊しなかったが昭和20年
（1945年）の東京大空襲で焼失した。本堂西側に
ある現在の塔は、昭和48年（1973年）に再建され
たもので鉄筋コンクリート造、アルミ合金瓦葺き、基
壇の高さ約5メートル、塔自体の高さは約48メートル
である。再建以前の塔は東側にあった。現在、その
位置（交番前辺り）には「塔」と刻まれた標石が埋め
込まれている。 

本堂の東側に東向きに建つ、切妻造の八脚門である。元和4年（1618
年）の建築で、第二次世界大戦にも焼け残った貴重な建造物である。こ
の門は、本来は浅草寺境内にあった東照宮（徳川家康を祀る神社）へ
の門として建てられたものである（東照宮は寛永19年（1642年）に焼失
後、再建されていない）。 

本尊の観音像を祀るため観音堂とも呼ばれる。旧堂は慶安2年（1649年）の再
建で近世の大型寺院本堂の代表作として国宝（当時）に指定されていたが、昭和
20年（1945年）の東京大空襲で焼失した。現在の堂は昭和33年（1958年）に
再建されたもので鉄筋コンクリート造である。外陣には川端龍子（かわばたりゅうし）
筆「龍の図」、堂本印象筆「天人散華の図」の天井画がある。 
内陣中央には本尊を安置する間口4.5メートル、高さ6メートルの宮殿（くうでん、

「厨子」と同義）があ
る。宮殿内部は前の
間と奥の間に分かれ
奥の間に秘仏本尊、
前の間には「お前立
ち」の観音像が安置さ
れる。宮殿の左右には
脇侍の梵天・帝釈天
像、堂内後方左右に
は愛染明王像と不動
明王像を安置する。 

宝蔵門の手前西側にあり、浅草寺の本坊である。客殿、玄関、大小の
書院と貫首大僧正の「御居間」等から成り、小堀遠州の作と伝えられる
回遊式庭園がある。 

■全体工程表（概略）
年月
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参拝者の経路確保した仮設計画参拝者の経路確保した仮設計画
◆年間約3,000万人もの参拝者の経路を一日たりとも断たない
◆第三者の安全を最優先の作業

全体仮設計画全体仮設計画 素屋根トラス架設素屋根トラス架設

工期中の工期中の年間行事の確保年間行事の確保

年間行事に配慮した工事計画年間行事に配慮した工事計画（境内地周辺含む）（境内地周辺含む）

深田式パーフェクトビームを用いた深田式パーフェクトビームを用いた
大空間の構成大空間の構成

素屋根架設手順の安全性確認のため、トラスの実証確認をしています。

組立手順に3D組立手順に3D CAD図を利用する事で見える化を実践し、より具体的に表現しています。CAD図を利用する事で見える化を実践し、より具体的に表現しています。

素屋根架設手順と安全管理

◆軽量トラス材により大空間を構成　
◆限られた作業用地において小屋トラスをスライド工法
　にて架設
◆小屋組みトラス下に斜行ホイストの設置により揚重効
　率を向上させる

組立手順組立手順

❶1層目組立開始 ❹走行架台・小屋組トラス地組❸2層目・走行レール組立❷2層目組立

❺小屋組トラス楊重据付 ❽屋根小屋組完了素屋根葺作業開始❼小屋組ユニット送り出しと次ユニット組立❻小屋組トラス最少走行ユニット組立

走行架台トラスの
組立検証

片側トラスの
引きおこし検証

小屋組
トラス組立検証

トラスのスラスト
力検証

総合仮設計画図
［素屋根立面図
（A通り）］

◆1月…初詣・新年大祈祷会
◆2月…節分会・針供養会
◆3月…金龍の舞
◆4月…花まつり・白鷺の舞・泣き相撲
◆5月…三社祭
◆6月…楊枝浄水加持会・百味供養会

◆7月…ほおずき市・隅田川花火大会
◆8月…万霊燈籠供養会
◆9月…秋季彼岸会
◆10月…金龍の舞・菊供養会
◆11月…白鷺の舞
◆12月…羽子板市

凡例 ■パーフェクトビーム ■鋼製大波板 ■メッシュシート ■昇降足場 ■鋼製仮囲 ｈ＝3ｍ

参拝者動線

関係者動線

φ450×450
トラスビーム

φ450×450
妻側支柱ビーム

瓦降ろし機

ターンバックル テンションワイヤー

枠組足場：ST1217
総合仮設計画図
［３通り断面図］
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使用したチタンは表面にアルミナブラスト加工を施したものでそれらをラ
ンダムに配置することで土瓦特有の「まだら感」を再現し、本瓦葺と変わ
らない外観となっている。また、主棟・隅棟・降棟・妻降棟すべての鬼瓦も
チタンで製作された。 

存来本瓦葺きをチタン瓦へ葺きかえる事により、屋根の重量を低減
し、耐震性能を向上させる（耐震指標Is値が0.64→0.83に向上）

本堂本堂外部改修の提案について外部改修の提案について 宝蔵門外部改修での実績宝蔵門外部改修での実績 今回の改修工事の特長今回の改修工事の特長 施工手順施工手順

平成1 8年 6月～平成1 9年 6月施工平成1 8年 6月～平成1 9年 6月施工 大屋根葺き替え手順大屋根葺き替え手順チタン瓦屋根の特長チタン瓦屋根の特長

■面積／約3,100㎡（チタン瓦屋根としては最大）
■チタンプレス成型品を用いる
■アルミナブラスト色を3色配色（過去は2色）

チタン瓦の効果チタン瓦の効果

チタン
段付本瓦葺き

❷野タルキ60×60取付（＠390）

❸ゴムアス防水シートの敷き込み ❹下地工事の完了

敷き母屋の取り付け間隔に合わせて部分撤去

野地板上部全面にゴムアス防水シートを敷き込む 芯木は、390㎜間隔で配置

敷き母屋上に野タルキを390㎜間隔で固定
❶既存下地の部分撤去

❺バックアップ材の敷き込み ❻谷瓦の取付けイメージ

❼軒先巴の取付け ❽完成

下地反り検討

3D CADを使い設計した瓦（軒先）

▼改修前 ▼改修後

◆耐久･耐蝕性能の向上
◆屋根荷重の低減による下部構造体の耐震性能の確保（瓦部で1/8）
◆メンテナンスフリー（現行金属素材としている最大耐候性）
◆いぶしの風合い・色合いを再現（アルミナブラスト仕上げ）

本堂の耐震診断をした時に既存屋根本瓦を金属瓦に変更し軽
量化する事で耐震性能が更に向上する施工提案。
屋根の経年変化のため、本瓦が地震等にて落下するおそれが
あるので、屋根瓦をチタン瓦に変更し参拝者の安全が確保でき
る工法を提案。
外部塗装面について、前回塗装塗替から20数年が経過してい
る。又、妻部分については再建以来一度も塗装塗替を行ってい
ない為、保全面での提案。

◆

◆

◆
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